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応用記述

AT06409 : ATxmega32E5でのDALI主装置使用者の手引き

Atmel 8ﾋﾞｯﾄ ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ

説明

ATxmega32E5でのAtmel® DALI主装置評価ｷｯﾄはDALIｼｽﾃﾑに対する実装でのAtmel ATxm 
ega32E5ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗを評価するためのﾊｰﾄﾞｳｪｱ基盤です。

ｷｯﾄはDALI規約に従う標準DALI主装置機能を提供します。正しい方法でXMEGA周辺機能を
用いて開始し、それら自身の設計でXMEGA®ﾃﾞﾊﾞｲｽを統合する方法を得ることをAtmel AVR® 
XMEGA使用者に許します。

この参照基準設計についてはﾊｰﾄﾞｳｪｱ設計ﾌｧｲﾙ(回路図、部品表、PCBｶﾞｰﾊﾞｰ)とｿﾌﾄｳｪｱ 
ｿｰｽ ｺｰﾄﾞをAtmelｳｪﾌﾞｻｲﾄきあらﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることができます。提供されるﾊｰﾄﾞｳｪｱ資料は設
計のための参照基準ﾊｰﾄﾞｳｪｱ解決策を製造するのに制限なしで使うことができます。

要点

● Atmel AVR ATxmega32E5

● DALI(Digital Addressable Lighting Interface)主装置機能を実装する使用者を手引き

● DALI従装置と共に完全なDALIｼｽﾃﾑを構築

図1. ATxmega32E5評価ｷｯﾄでのDALI主装置
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1. 関連項目
以下の一覧はATxmega32E5でのAtmel DALI主装置評価ｷｯﾄに最も関連する資料、ｿﾌﾄｳｪｱ、ﾂｰﾙへのﾘﾝｸを含みます。

Atmel Studio 6

Atmel Studio 6はAtmelﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用のC/C++とｱｾﾝﾌﾞﾗのｺｰﾄﾞの開発をするための無料Atmel IDEです。

Atmel SAM-ICE

Atmel SAM-ICE™はThumb動作を含むAtmel SAMA5,SAM3,SAM4,SAM7,SAM9 ARM®ｺｱに基づくﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用に設計された
JTAGｴﾐｭﾚｰﾀです。これは720Kﾊﾞｲﾄ/秒までのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ速度と12MHzまでの最大JTAG速度を支援します。SAM-ICEﾊｰﾄﾞｳｪｱ第6
版からは直列線ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ(SWD:Serial Wire Debug)と直列線表示部(SWV:Serial Eire Viewer)も支援します。

Atmel JTAGICE3

JTAGICE3はｿｰｽ ﾚﾍﾞﾙ ｼﾝﾎﾞﾙ ﾃﾞﾊﾞｯｷﾞﾝｸﾞ用ﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ、(ﾃﾞﾊﾞｲｽによって支援されていれば)Nano追跡、ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを
持つAtmel 8と32ﾋﾞｯﾄAVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用中位開発ﾂｰﾙです。

Atmel AVR JTAGICE mkⅡ

AVR JTAGICE mkⅡはｿｰｽ ﾚﾍﾞﾙ ｼﾝﾎﾞﾙ ﾃﾞﾊﾞｯｷﾞﾝｸﾞ用ﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ、(ﾃﾞﾊﾞｲｽによって支援されていれば)Nano追跡、ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを持つ(JTAGICE3に取って代わられた)Atmel 8と32ﾋﾞｯﾄAVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用中位開発ﾂｰﾙです。

Atmel AVR ONE!

AVR ONE!はﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ能力を持つ全てのAtmel 8と32ﾋﾞｯﾄAVRﾃﾞﾊﾞｲｽ用の高水準の開発ﾂｰﾙです。これはｿｰｽ ﾚﾍﾞﾙ ｼﾝﾎﾞﾘｯｸ 
ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ追跡、ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞに使われます。AVR ONE!は完全な開発全体を支援し、Atmelから提供される最高速のﾃﾞ
ﾊﾞｯｸﾞ ﾂｰﾙです。

Atmel AVR Dragon

AVR Dragon™はﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ(OCD)能力を持つ8と32ﾋﾞｯﾄのAVRﾃﾞﾊﾞｲｽ用の安価な開発ﾂｰﾙに対する新しい標準に位置付けま
す。

ATxmega32E5

Atmel AVR XMEGA系列は空間制限された応用を木定期対象とする最小の4mm×4mmのQFN外囲器で利用可能な32ﾋﾟﾝを持つ初
期のAVR XMEGA系列です。

ATSAM4LC2A

ARM Cortex®-M4ﾌﾟﾛｾｯｻに基づくAtmel SAM4L系統ﾌﾗｯｼｭ ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの一員であるATSAM4LC2Aは活動動作(90µA/MHz)
更に休止動作(1.5µA)の最低電力とCortex-MEﾃﾞﾊﾞｲｽでの最短起き上がり時間(1.5µs～)を実現します。

http://www.atmel.com/microsite/atmel_studio6/default.aspx
http://www.atmel.com/tools/atmelsam-ice.aspx
http://www.atmel.com/tools/jtagice3.aspx
http://www.atmel.com/tools/avrjtagicemkii.aspx
http://www.atmel.com/tools/avrone_.aspx
http://www.atmel.com/tools/avrdragon.aspx
http://www.atmel.com/devices/atxmega32e5.aspx
http://www.atmel.com/devices/atsam4lc2a.aspx
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2. 概要
ATxmega32E5でのAtmel DALI主装置評価ｷｯﾄはAVR ATxmega32E5ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの実演を意図されます。

2.1. ｼｽﾃﾑ概要

図2-1. ATxmega32E5でのDALI主装置評価ｷｯﾄの概要

ﾎﾟｰﾄ選択 MCU(ATxmega32E5)

DALIﾊﾞｽ電源

DALIｲﾝﾀｰﾌｪ-ｽ

RS232

USB-UARTﾌﾞﾘｯｼﾞ

RS232

3.3V LDO

USB

図2-2. ｼｽﾃﾑ構成図

MCU
ATxmega32E5

MCU
ATSAM4LC2A

RS232

TXD

RXD

DALI Out

DALI In

LDO

DALI
ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

3.3V

PC

VBUS

USB

RS232

DC 16V
ｱﾀﾞﾌﾟﾀ

DALIﾊﾞｽ
電源

DALIﾊﾞｽ

DALI従装置1DALI従装置1 DALI従装置2 DALI従装置3 DALI従装置n～
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3. ｿｹｯﾄとｺﾈｸﾀ

3.1. USBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

USBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはDALI制御のためのPC専用です。これは基板に電力も供給します。

表3-1. USBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用定義

USBﾍｯﾀﾞのﾋﾟﾝ番号

1 VBUS

ﾋﾟﾝ定義

2 DM

3 DP

4 ID

5 GND

図3-1. PCへのUSB接続

3.2. RS232ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(未実装)

RS232ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはDALI主装置ｷｯﾄを制御することもできます。RS232部分の部品は実装
されません。必要ならば使用者はそれらを実装することができます。この部分の部品表は
表3-2.で示されます。

図3-2. 実装された場合のRS232ﾎﾟｰﾄ

表3-2. RS232部分の部品表

指示子 説明値 部品番号製造業者

C6,C8,C9,C12,C13 0.1µF ｾﾗﾐｯｸ ｺﾝﾃﾞﾝｻ、SDM 0603, X7R, 16V, 10% 村田 GRM188R71C104KA01D

C7 4.7µF ｾﾗﾐｯｸ ｺﾝﾃﾞﾝｻ、SDM 0603, X5R, 6.3V, 10% 村田 GRM188R60J475KE19D

J4 DB9 DB-9S、L型 Harting 09-66-152-7611

U5 MAX3232ESE RS232送受信部、SO16, SMD Maxim MAX3232ESE

注: 使用者がPCへの通信ﾎﾟｰﾄとしてRS232を使う場合、ｷｯﾄに給電するのに未だPCへ接続されたUSBｹｰﾌﾞﾙかまたは5Vｱﾀﾞﾌﾟﾀが
必要です

3.3. DALIﾊﾞｽ電源

DALIｼｽﾃﾑを構築するのに便利なように、DALI主装置はDALIﾊﾞｽ電源用の電源ｿｹｯﾄを含みま
す。

DALI規約に従って、DALIﾊﾞｽはDALIﾊﾞｽで印加されるDC 16V/500mA供給が必要です。ｱﾀﾞﾌﾟ
ﾀから来るDC 16VのDC 16V用のどの極性もDALIﾊﾞｽ電源用にOKです。

DALIﾊﾞｽ信号は差動信号で、DALIﾊﾞｽ電源はUSB入力電源と同じ接地(GND)を共用することが
できません。

表3-3. DALIﾊﾞｽ電源の極性

DALIﾊﾞｽ ｿｹｯﾄのﾋﾟﾝ

1 16V+または16V-

極性

2 16V-または16V+

このｷｯﾄでは基板上のDALI電源が16個までのDALI従装置を支援するように設計されていま
す。使用者がもっと望むなら、16Vｱﾀﾞﾌﾟﾀを取り外して外部DALIﾊﾞｽ電源をDALIﾊﾞｽに追加す
ることが必要です。

図3-3. DALIﾊﾞｽ電源
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3.4. DALIﾊﾞｽ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

DALIｿｹｯﾄはDALI従装置を接続するためにｲﾝﾀｰ
ﾌｪｰｽです。

図3-4. DALI従装置とのDALIﾊﾞｽ接続

3.5. ﾎﾟｰﾄ選択

この評価ｷｯﾄはPCとの2つの通信ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持ち、1つ
はUSBで他はRS232で、ﾎﾟｰﾄ選択ﾍｯﾀﾞが2つのｲﾝﾀｰﾌｪｰ
ｽに対する任意選択を与えます。J1の1,3,5番ﾋﾟﾝは送信、
2,4,6番ﾋﾟﾝは受信、専用です。どちらのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが許
可されるかを選ぶために受信と送信のﾍｯﾀﾞに配置された
2つのｼﾞｬﾝﾊﾟが必要です。

例えば、使用者がPCへの通信ﾎﾟｰﾄとしてUSBﾎﾟｰﾄの使用
を望む場合、J1の下位側に置かれたｼﾞｬﾝﾊﾟが必要で、3
番と5番のﾋﾟﾝがｼﾞｬﾝﾊﾟによって短絡される必要があり、4
番と6番のﾋﾟﾝが別のｼﾞｬﾝﾊﾟによって短絡される必要があ
ります。

注: RS232部分はこのｷｯﾄで実装されておらず、これは使
用者によって実装することができます。

図3-5. ﾎﾟｰﾄ選択

USB選択 RS232選択

3.6. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾍｯﾀﾞ

ATxmega32E5は表3-4.で示されるPDIﾍｯﾀﾞに外部書き込み
器/ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを接続することによってﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞをす
ることができます。

表3-4. AVR ATxmega32E5ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ - PDI

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾍｯﾀﾞのﾋﾟﾝ

1 DATA

PDI

2 VCC

3 -

4 -

5 CLK

6 GND
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4. ｼｽﾃﾑ構成設定
DALIｼｽﾃﾑはDALI主装置、DALI従装置、DALIﾊﾞｽ、DALIﾊﾞｽ電源、USBｹ-ﾌﾞﾙ、それとPCが必要です。基本的なDALIｼｽﾃﾑは図
4-1.のように構成設定することができます。

図4-1. DALIｼｽﾃﾑ構成設定

DALIﾊﾞｽ
電源

USBｹｰﾌﾞﾙ

DALI主装置

DALIﾊﾞｽ
DALI従装置1 DALI従装置2 DALI従装置3

LED電源

5. ﾌｧｰﾑｳｪｱ

5.1. ATxmega32E5の既定ﾌｧｰﾑｳｪｱ

DALI主装置評価ｷｯﾄ上のATxmega32E5はDALI規約に従て標準DALI主装置として働く既定ﾌｧｰﾑｳｪｱを予め書かれています。この
ｺｰﾄﾞはPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ経由で更新または再書き込みすることができ、PDIﾍｯﾀﾞは表3-4.で記述されます。

5.2. ATSAM4LC2Aのﾌｧｰﾑｳｪｱ

ATSAM4LC2AはUSB-UARTﾌﾞﾘｯｼﾞとして働き、これはUSBｹｰﾌﾞﾙ経由のPCとATxmega32E5間で命令を転送します。ﾌｧｰﾑｳｪｱは同
梱された一括で見つけることができます。

ATSAM4LC2AのｺｰﾄﾞはJTAG経由で再書き込みすることができますが、JTAGﾍｯﾀﾞが既定によって実装されず、使用者がﾌｧｰﾑｳｪｱ
の更新を必要とするなら、ｿｹｯﾄを実装しなければなりません。

ATSAM4LC2Aを再書き込みするにはAtmel Studio下でSAM-ICEを使うことが推奨されます。

6. ｿﾌﾄｳｪｱ

6.1. USBﾄﾞﾗｲﾊﾞ ｲﾝｽﾄｰﾙ

ｷｯﾄで行われるUSB-UARTﾄﾞﾗｲﾊﾞを使うため、初回にUSBが接続されると同時にPCでｲﾝｽﾄｰﾙされるUSBﾄﾞﾗｲﾊﾞが必要です。

下の手順はWindows® XP下でUSBﾄﾞﾗｲﾊﾞをｲﾝｽﾄｰﾙする方法を使用者に案内します。

● 段階1

USBｹｰﾌﾞﾙ経由でDALI主装置ｷｯﾄをPCに接続してください。ｼ
ｽﾃﾑは新しいﾊｰﾄﾞｳｪｱを見つけるでしょう。

図6-1. 新しいﾊｰﾄﾞｳｪｱ発見
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● 段階2

その後、ｼｽﾃﾑはUSB CDCﾄﾞﾗｲﾊﾞをｲﾝｽﾄｰﾙ
しようとします。“Install from a list or specific 
location(一覧または特定の場所からｲﾝｽﾄｰ
ﾙ)”項目、そして“Next(次へ)”を選んでくださ
い。

図6-2. ﾄﾞﾗｲﾊﾞ ｲﾝｽﾄｰﾙ ｳｨｻﾞｰﾄﾞ

● 段階3

“…\source\SAM4LC2A Firmware\DALI_MA 
STER_USB_CDC”ﾌｫﾙﾀﾞへ場所を検索して
“Next(次へ)”を選んでください。

図6-3. ﾄﾞﾗｲﾊﾞ場所ﾌｫﾙﾀﾞを見つける
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● 段階4

警告が現れるかもしれません。“Continue Any 
way(続行)”を押してください。

図6-4. ｲﾝｽﾄｰﾙに対する警告

● 段階5

ﾄﾞﾗｲﾊﾞはｲﾝｽﾄ-ﾙを開始します。ちょっと待っ
てください。

図6-4. ｲﾝｽﾄｰﾙ処理中



AT06409 : ATxmega32E5でのDALI主装置使用者の手引き [応用記述] 10

● 段階6

ｲﾝｽﾄｰﾙが成功裏に終わるでしょう。 図6-6. ﾄﾞﾗｲﾊﾞ ｲﾝｽﾄｰﾙ終了

● 段階7

その後、ｷｯﾄは使用準備が整います。 図6-7. USB装置準備可

6.2. PCｿﾌﾄｳｪｱ ｲﾝｽﾄｰﾙ

DALIｼｽﾃﾑを制御する前にPCはｿﾌﾄｳｪｱのｲﾝｽﾄｰﾙが必要です。

PCｿﾌﾄｳｪｱが走行するために、PCが”Microsoft® .NET Framework 4.0”をｲﾝｽﾄｰﾙされていることを確実にしてください。Atmel Studi 
o 6.0がｲﾝｽﾄｰﾙされたFramework 4.0を必要とすることを考慮すると、PCがｲﾝｽﾄｰﾙされたAtmel Studio 6またはそれ以降版を持つ場
合、DALI主装置PCｿﾌﾄｳｪｱは自由に走行できます。このｿﾌﾄｳｪｱは取り付けられた“…\source\PCSoftware\Setup\Release”ﾌｫﾙﾀﾞで
見つけることができます。

図6-8. 構成設定ﾌｫﾙﾀﾞ
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● 段階1

“setup.exe”をﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸしてください。

● 段階2

ｿﾌﾄｳｪｱをｲﾝｽﾄｰﾙするﾌｫﾙﾀﾞを選んでくださ
い。そして“Next(次へ)”を選んでください。

図6-9. 構成設定ｳｨｻﾞｰﾄﾞ

図6-10. ｲﾝｽﾄｰﾙ ﾌｫﾙﾀﾞ構成設定
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● 段階3

“Next(次へ)”をｸﾘｯｸしてください。 図6-11. ｲﾝｽﾄｰﾙ確認

● 段階4

“Next(次へ)”をｸﾘｯｸしてください。 図6-12. ｲﾝｽﾄｰﾙ中
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● 段階5

その後、ｲﾝｽﾄｰﾙが完了し、”Close(閉じる)”を
押してください。

図6-13. ｲﾝｽﾄｰﾙ終了

6.3. PCｿﾌﾄｳｪｱ構成設定

一旦DALI主装置ｿﾌﾄｳｪｱがｲﾝｽﾄｰﾙされると、ｲﾝｽﾄｰﾙ ﾌｫﾙﾀﾞで新しいﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが見つかります。

図6-14. ｲﾝｽﾄｰﾙされた新しいﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

“DALI Tools.exe”をﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸしてください。

注: このｿﾌﾄｳｪｱは最初に通信ﾎﾟｰﾄを構成設定することを使用者に求めます。

COMﾎﾟｰﾄを構成設定するために“Next(次へ)”をｸﾘｯｸしてください。

図6-15. COMﾎﾟｰﾄが見つからないとの警告
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DALIﾂｰﾙに対して正しいCOMﾎﾟｰﾄを選ぶことがか
なり重要です。使用者がどのCOMﾎﾟｰﾄが正しいも
のかを知らない場合、ﾎﾟｰﾄ(COMとLPT)項目を調べ
るためにﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾏﾈｰｼﾞｬを開くことができます。

ASF例のCOMﾎﾟｰﾄは図6-16.で示されるようにﾎﾟｰﾄ
一覧に現れ、赤い輪が丁度DALI主装置が接続を
求めるものです。

図6-16. ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾏﾈｰｼﾞｬ

その後に右で示されるｳｨﾝﾄﾞｳでCOM20ﾁｬﾈﾙを選んでく
ださい。図6-17.で他の項目を既定のままにしてください。

“OK”をｸﾘｯｸしてください。

図6-17. 通信編集
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注: 前の通信編集ｳｨﾝﾄﾞｳはDALI Tools(DALIﾂｰﾙ)⇒Menu(ﾒﾆｭｰ)⇒Setting(設定)⇒Setting(設定)でも見つけることができます。

図6-18. DALI Toolsの主ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

6.4. PCｿﾌﾄｳｪｱの手引き

“Commands”ﾀﾌﾞで、使用者はBoadcast(一斉通報)、Muticast(Group Number)(複数通報(群番号))、Unicast(Address)(単一通報(ｱﾄﾞﾚ
ｽ))として命令形式を選ぶことができます。

図6-19. 命令形式



AT06409 : ATxmega32E5でのDALI主装置使用者の手引き [応用記述] 16

このｿﾌﾄｳｪｱは全てのDALI命令を支援し、それらの命令はCommand List(命令一覧)から選ぶことができます。

図6-20. 命令一覧

最も頻繁に使われる命令は右側で一覧にされ、直接的な命令ｸﾘｯｸは高速な制御を実現することができます。

図6-21. 一般的な命令
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“Auto Control”ﾀﾌﾞは命令表に使われ、使用者はﾊﾞｯﾁでDALI命令を走らせるように命令表を編集することができます。

図6-22. 命令一覧

DALIｼｽﾃﾑ構築と同時に、DALI主装置はDALI従装置をｱﾄﾞﾚｽ指定する必要があるかもしれず、”Addressing”ﾀﾌﾞはこの機能を与え
ます。DALIｼｽﾃﾑが上手く接続されると同時に”Start(開始)”を押し、その後にDALI主装置はDALI従装置のｱﾄﾞﾚｽ指定を開始しま
す。その後、利用可能なDALI従装置が左側で一覧にされます。

その後に、使用者は短ｱﾄﾞﾚｽ経由でｱﾄﾞﾚｽ指定されたDALI従装置を制御することができます。

図6-23. DALI従装置のｱﾄﾞﾚｽ指定

7. 改訂履歴

文書改訂 日付 注釈

42224A 2013年12月 初版文書公開

42224B 2014年1月 3.3.項を更新
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